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このガイドは、次のような方を対象にしています 

・ 北九州市での教員採用を希望している方 

・ 北九州市で教育実習を希望している方 

・ 大学の教育実習担当の方 
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■  教育実習志望者にとって 

教育実習は、教育職員免許法施行規則の規定により、専門職としての教職を志望する

学生が、大学等の授業で習得した知識・技能を踏まえて、大学等の授業だけでは得られ

ない、学校で行われる教育活動全般に関する理解や児童・生徒をはじめとする学校にお

ける人間関係の理解、教育者に求められる自覚、さらには指導技術等について、実践を通

して身に付ける場です。 

教職を目指している学生が、実習中に児童・生徒と触れ合うことにより、教員になろうと

する意志をより強くしたり、教育実習前の段階では、将来を模索していた学生が教職への

志望を強くしたりする等、教育実習は教員の養成に大きな役割を果たしています。 

 

■  実習受入校の児童・生徒や教職員にとって 

実習生とのお別れ会等で、涙する児童・生徒の姿からも分かるように、限られた時間と

はいえ、年齢の近い、実習生との出会いは、児童・生徒の心の成長の機会となります。 

教職員にとっても、実習生の指導を通して、自らの教育活動を振り返る機会となる等、

児童・生徒の成長や学校・学級の活性化だけでなく、教職員の資質・能力の向上にも大き

な役割を果たしています。 

 

■  教育実習に対する心構え 

教育実習は、大学で学んだ教育に関する知識・技術を、教育の現場で実践し、直接肌

で感じ、身をもって検証するよい機会です。また、児童・生徒から「先生」と呼ばれる特殊な

立場であり、児童・生徒に対する影響も大きく、責任を伴うものとなります。そのため、単に

教師の仕事の「見習い訓練」をするのではなく、児童・生徒への学習や課外活動等を支

援する教師としての役割をしっかりと自覚し、現場実習を通して、教師としての適性を判断

したり、教師を志望するうえでの課題をつかんだりする大切な期間であることを意識してく

ださい。 

 

 

１．教育実習の意義 
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（１）北九州市教育大綱とこどもまんなか教育プラン 
北九州市では、令和６年度に策定された教育大綱を基に「こどもまんなか教育プラン」

を定め、こどもの視点や考え方を大切にする、こどもたちを、社会を構成する存在として尊

重する「こどもまんなか」で質の高い教育環境の充実を図っています。 

また、教育大綱の 5 つの柱をミッションとして、学校が特色を持ち変革していくためのき

っかけづくりとなる事業を推進しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 本市の教職員に求められ、期待される資質 
 
■ 高い使命感と豊かな人間性 

 
■ 学び続ける姿勢と柔軟な対応力 
 
■ 誰一人取り残さない姿勢と人権尊重の精神 

【「北九州市教育委員会人材育成基本方針及びアクションプラン（令和 5 年 12 月）」より】 

 

２．本市の学校教育 
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（３） 本市人材育成指標  
北九州市立学校の校長及び教員としての資質の向上に関する指標（教員） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 ※ 本市では、この指標に沿った人材育成を目指しています。この指標を意識した上で、 
実習に臨みましょう。 
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北九州市立学校の校長及び教員としての資質の向上に関する指標（養護教諭） 
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北九州市立学校の校長及び教員としての資質の向上に関する指標（栄養教諭） 
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（１）  教育実習の流れ 
【実習希望校に教育実習の受入れを依頼】 
 

 
① 実習生は、希望実習校に電話し、実習の受入れについて相談する。 

※希望期間等を伝える。中学校教諭、高等学校教諭は、実習教科を伝える。 
② 実習希望校が受入れ可能であれば、以下のものを実習校に送付または持参する。  

 
 

 
【仮決定通知書受け取り】 
① 仮決定通知書（別紙様式３）が実習校から実習生へ送付される。 
② 実習生は、受け取った仮決定通知書を大学の実習担当へ提出する。 

（別紙様式３は、大学の手順によっては、実習校が直接大学へ送付することがある。） 
 
 

【決定通知書受け取り】 
① 実習校から決定通知書（別紙様式４）が実習生へ送付される。 
② 実習生は受け取った決定通知書（別紙様式４）を大学の実習担当へ提出する。 

（別紙様式４は、大学の手順によっては、実習校が大学へ直接送付することがある。） 

【教育実習の届出（電子申請）】 
・実習生は、決定通知書（別紙様式４）が届き次第、電子申請にて、教育実習の届出を行う。 
 

 
      
 

【実習打合せ】 ※実習開始１ヶ月前までに 
・実習生は、実習校に連絡し、事前打合せの日程を決め、事前指導を受ける。 
・その際、実習校より「教育実習を予定されている方へ」を受け取り確認する。 

 

 

【アンケートの提出（電子申請）】 
・実習生は、教育実習終了後１週間以内に、電子申請にて、教育委員会に教育実習のアンケートを提出する。  

 

アンケート 

３．申請手続きについて 

小・中・高等学校教諭、養護教諭 編 

・ 別紙様式２・３・４ ⇒  ｐ.１９～２１参照 
・ 返信用封筒２枚「郵便番号、宛先を記載、切手を貼付したもの」 

電子申請を行うことで教育実習の申込みは完了となる。 

実習前年度にすることはここまで 

（小・中・高等）学校にて教育実習  

大学担当者は、必要な書類を実習校に送付してください。※打合せの際に持参も可 

STEP 

３ 

実習年度 4 月 

教育実習の申請期間 実習前年度の５月～１１月末日まで 

STEP 

４ 

実習年度 4 月以降 

アンケートの提出（電子申請）にて、教育実習終了 

大学担当者は、アンケート提出について実習生にお声かけください。 

STEP 

１ 

実習前年度 5 月－11 月 

STEP 

２ 

実習前年度 5 月－11 月 

電子申請 

STEP 

５ 

実習年度５月 

STEP 

６ 

実習終了後 
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（２）  申請書類について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 
 

○  申込みに必要な書類〈別紙様式１～４〉は、北九州市のホームページから北九州市
立教育センターホームページに遷移し、ダウンロードできます。 

（「北九州市教育委員会 教育実習」で検索） 
※  郵送での申込書の受取りを希望される場合は、返信用封筒（定型角形２号の封筒

に切手を貼ったもの）を同封し、下記担当へ請求してください（教育実習申請書類希
望と朱書き）。 

○  上記申請方法についての相談は、下の担当へご連絡ください。         
 〒 806－0044 北九州市八幡西区相生町 20 番１号  

             電話番号 093-641-1775 
                  北九州市立教育センター教育実習担当 
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○  教育実習の流れ 

【大学等に受入れ依頼】 
 
 
・実習生は、期間中に大学等に実習の受入れについて相談する。 

  
 
 
 

 

 

 
 

 
 
 

【実習予定校の連絡を受ける】 
・実習生は、大学等から仮決定通知の連絡を受ける。 

 
 

 

       

 

【決定通知書受け取り・調整】 
・実習生は、大学等から決定通知（決定通知書）の連絡を受ける。 
・決定通知書（別紙様式４）が届き次第、実習生は実習校と連絡を取り、 
実習期間の調整を行う。 

【教育実習の届出（電子申請）】 
・実習生は、実習期間が決定次第、電子申請にて、教育委員会に届出を行う。 

 
 

【実習打合せ】※実習開始１ヶ月前までに 
・実習生は、実習校と連絡を取り、事前打合せの日程を決め、事前指導を受ける。 

・その際、実習校より「教育実習を予定されている方へ」を受け取り確認する。 
 

 

【アンケートの提出（電子申請）】 
・実習生は、教育実習終了後１週間以内に、電子申請にて、教育実習のアンケートを提出する。 

 

アンケート 

特別支援学校教諭 編 

電子申請を行うことで教育実習の申込みは完了となる。 

特別支援学校にて教育実習 

大学担当者は 

・大学等が教育センターに電話（０９３－６４１－１７７５）をしてください。 

・下の内容を集約し、メールで送信してください。北九州市の様式は、電話後、 

メールで送信します。 

・実習生の名前・専攻・学年（実習年度）・実習希望校・実習希望期間 

・連絡先（住所・電話番号等）・希望の障害区分 

・希望に添えないこともあります。 

実習前年度にすることはここまで 

 

教育委員会が、大学等への決定通知書（別紙様式４）を送付する。 

大学担当者は、仮決定に関する情報を実習生に伝える。 

大学担当者は、決定通知を実習生に伝えてください。また、必要な書類を実習校に
送付してください。※打合せの際に持参も可 

教育実習の申請期間 実習前年度の５月～１１月末日まで 

教育委員会と特別支援学校が協議し、実習校の調整を行う。 

教育委員会が、実習予定校に関する仮決定通知を大学等へ伝える。   

 大学担当者は、アンケート提出について実習生にお声かけください。 

アンケートの提出（電子申請）にて、教育実習終了 

8 

STEP 

１ 

実習前年度 5 月－11 月 

STEP 

２ 

実習前年度 3 月 

STEP 

３ 

実習年度 4 月 

電子申請 STEP 

４ 

実習年度 4 月以降 

STEP 

５ 

決定通知後 

STEP 

６ 

実習終了後 
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○  教育実習の流れ 

【大学等に受入れ依頼 】 
 
 

・実習生は、期間中に大学等に実習の受入れについて相談する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
【実習予定校の連絡を受ける】 
・実習生は、大学等から仮決定の連絡を受ける。 

 
 
 

【決定通知書受け取り】 
・実習生は、大学等から決定通知（決定通知書）の連絡を受ける。 
 
 
 
【決定通知書受け取り・調整】 
・決定通知書（別紙様式４）が届き次第、実習生は実習校と連絡を取り、 
実習期間の調整を行う。 

【教育実習の届出（電子申請）】 
・実習生は、実習期間が決定次第、電子申請にて、教育委員会に教育実習の届出を行う。  

 

 

【実習打合せ】※実習開始１ヶ月前までに 
・実習生は、実習校と連絡を取り、事前打合せの日程を決め、事前指導を受ける。 
・その際、実習校より「教育実習を予定されている方へ」を受け取り確認する。 

 

 
【アンケートの提出（電子申請）】 
・実習生は、教育実習終了後１週間以内に、電子申請にて、教育実習のアンケートを提出する。 

 

 

アンケート 

栄養教諭 編 

大学担当者は 

・北九州市教育委員会学校保健課給食担当（０９３－５８２－２３８１）に電話してください。 

・下の内容を集約してください。 

・実習生の名前・専攻・学年（実習年度）・実習希望校・実習希望期間 

・連絡先（住所・電話番号等） 

・希望に添えないこともあります。 

実習前年度にすることはここまで 

電子申請を行うことで教育実習の申込みは完了となる。 

実習校にて教育実習  

アンケートの提出（電子申請）にて、教育実習終了 

教育委員会と栄養教諭の配置されている学校が協議し、実習校の調整を行 

い、大学等へ実習予定校に関する情報をお知らせします。  

教育委員会が、大学等への決定通知書（別紙様式４）を送付する。 

大学担当者は、決定通知を実習生に伝えてください。また、必要な書類を実習校に

送付してください。※打合せの際に持参も可 

教育実習の申請期間 前年度の５月～１１月末日まで 

 
大学担当者は、アンケート提出について実習生にお声かけください。 

STEP 

１ 

実習前年度 5 月－11 月 

STEP 

２ 

実習前年 3 月 

STEP 

３ 

実習年度 4 月 

電子申請 

STEP 

４ 

実習年度 4 月以降 

STEP 

６ 

実習終了後 

STEP 

５ 

決定通知後 
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（１） 実習校での事前打合せについて 
実習生は、教育実習開始の約１か月前までに必ず実習校と連絡を取り合い、打合せ

訪問日を決定し、事前指導を受ける。 
実習校より、「教育実習を予定されている方へ」を受け取り確認する。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

大学担当者は、実習生と確認し、それまでに下の書類を実習校の校長宛に提出するか、もしく

は実習生に持参させてください。 

[事前打合せに必要な書類]  
□ 教育実習希望申込書（別紙様式１） 
□ 実習依頼書（特別支援学校教諭、栄養教諭のみ）（※書式は問いません） 
□ （高等学校での教育実習のみ）評価票 

・評価事項とその基準 
※高等学校教諭以外は、北九州市教育実習評価票を使用する。 

評価票は、実習校が準備する。 
［事前打合せで確認すべき事項］ 

□ 天候不良等で休校になった場合の対応 
・出校し、指導を受けることを希望 
・欠席し、実習延長を希望することを希望 

  □ その他、共有しておく必要があること 
 

［事前打合せ内容の例］ 
□ 教育実習終了までの全体の予定の説明 
□ 担当の学級担任との打合せ（児童・生徒の実態・個々の状況の把握） 
□ 担当の教科担当との打合せ（※中学校） 
□ 持ち物や出勤時間、行事計画等の確認 
□ 事前指導の中で、担当学年、教科、校外での行事があれば参加 
（引率）するかどうか等 

４．全校種共通の事項について 
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（２）確認事項 
＜教育実習に係る経費について＞ 

本市では教育実習生の指導に係る経費（謝金等）は受け取っておりません。 
給食費、校外活動の交通費等は実費を徴収します。 

 
＜教育実習の日程について＞ 

自身の都合で教育実習の日程を変更することはできません。学校では年間スケジュ

ールの合間を縫って実習期間を設定しています。その期間は最優先で実習に臨んでく

ださい。申請を行う前に確実に実習を行うことができる期日かどうか、実習生、大学間

でご確認ください。 

 
＜教育実習の辞退について＞ 

やむを得ない理由で辞退する場合は、直ちに、大学担当者が実習校と北九州市立教
育センター教育実習担当（０９３－６４１－１７７５）まで連絡してください。同時に辞退届
（書式は大学による）を提出してください。 

 

（３） ハラスメント等に関する相談 

本市では、「ハラスメント防止要綱」の制定や、各学校でハラスメント防止研修の実

施等、職場におけるハラスメントの防止・排除に取り組んでいます。実習中に、管理職

から「ハラスメント相談員」の紹介を行います。 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 北九州市では、安心して教育実習を行うことができる環境整備に向けて、 
ハラスメントのない、組織づくり、職場づくりに努めています。 

  学校での相談が難しい場合は、北九州市教育委員会までご相談ください。 
   

 北九州市教育委員会  
教育センター 教育実習担当   ＴＥＬ ６４１－１７７５ 
教職員課   服務管理係    ＴＥＬ ５８２－２３７２ 
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（４） 教育実習振り返り 
査定授業が終わったら、指導教官及び管理職の先生方と、振り返りを行います。 

その時に、振り返りのための「教育実習振り返りカード」を事前に記入してください。 
実習前と実習後の自分を振り返って、成果と課題を確認しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
※ 「教育実習振り返りカード」は、教育実習終了後、大学にも提出してください。 
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（５） 教育実習の評価について 

令和２年度より、本市で教育実習の評価を行う際には、原則「北九州市立学校等教

育実習評価票」を使用しています（高等学校での教育実習を除く）。 

 

  

原則「北九州市立学校等教育実習評
価票」を使用してください（高等学校
での教育実習を除く）。 
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原則「北九州市立学校等教育実習評
価票」を使用してください（高等学校
での教育実習を除く）。 
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原則「北九州市立学校等教育実習評
価票」を使用してください（高等学校
での教育実習を除く）。 
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原則「北九州市立特別学校等教育実
習評価票」を使用してください（高等
学校での教育実を除く） 
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（６） 評価・評定方法について 
評価票に記載の評価項目について、評価を行います。各評価項目の評定 

（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）は以下の達成度の目安を参考に行います。 

 

【それぞれの評価項目における達成度の目安】 

S（秀） ９０％以上 評価規準を十分に達成し、特に優れていると認められる。 

A（優） ８０％以上～９０％未満 評価規準を十分に達成している。 

B（良） ７０％以上～８０％未満 評価規準を達成している。 

C（可） ６０％以上～７０％未満 評価規準を最低限達成している。 

D（不可） ６０％未満 評価規準を達成していない。 

 
※全評価項目に評価を入力すると、上の目安を基に各資質の評定と総合評価 

が自動入力されます。上の表を目安に、各資質の評定と総合評定を手入力する 

こともできます。 
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実習校が受入れ可能であれば、以下の書類を実習希望校に送付または持参してく

ださい。教育実習希望申込書は、北九州市ホームページより教育センターHP に遷移し、

ダウンロードできます。 

以下を参考に入力してください（手書きも可）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 【別紙様式１】に入力すると、 

全ての別紙様式に反映されます。 

※ 【別紙様式１】は、事前打合わせ

の際に、送付または持参します。 

５．申請に関わる各種様式 
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※ 【別紙様式１】に入力すると、全ての別紙様式に反映されます。 

※ 【別紙様式２】は、実習生が実習校に提出します。 
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※ 【別紙様式１】に入力すると、全ての別紙様式に反映されます。 

※ 【別紙様式３】は、実習生が実習校に提出します。実習生は、実習校

から返送されたら、大学等に提出してください 

（手順によっては、大学等が、実習校に直接送付することもあります）。 
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※【別紙様式１】に入力すると、全ての別紙様式に反映されます。 

※【別紙様式４】は、実習生が、実習校に提出します。実習生は、 

実習校から返送されたら、大学等に提出してください。 

（手順によっては、大学等が、実習校に直接送付することもあります。） 
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（１）「教育実習」への臨み方 

（２）実習生が留意すべき点 

 
 
 

※教育実習中に不適切な言動・行動等があった場合には、教育実習を途中で中止 
することもある。 

 
  

６．教育実習に向けて 

教育実習の期間中は学生ではなく、教員と同様の立場であることを念頭において
行動してください。不適切な言動は、児童生徒を傷つけるだけではなく、市立学校や大
学の信用を失うことになります。市立学校や大学の先生方の諸注意をよく踏まえて、教
育実習に臨んでください。 

◇  学校での端末使用について 
実習生が文書作成等のために学校で使用できるパソコンは、原則として、学校

所有のパソコンに限る。 
学校でプリントアウトする場合は、学校所有の USB メモリー等（私物は不可）を

介して、教員立会いの下で行う。 
◇  個人情報保護の観点について 

児童・生徒の個人名の入ったデータや文書（名簿、ワークシート等）を持ち帰るこ
とはできない。また、知り得た個人情報を口外したり、ブログや SNS 等に投稿した
りするような行為も禁止する。また、原則として、撮影や録音等も行うことはできな
い。必要がある場合は、学校の許可を得て学校機材を使用する。 

◇  児童・生徒（その保護者等）との交流 
    児童・生徒に触れない。児童・生徒（その保護者等）と私的に電話番号や ID・ア 

カウント・メールアドレス等を交換しない。また、私的に交流しない。 

上記の内容は、教育実習期間中だけでなく、教育実習終了後も同様である。 
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■ 指導案例① 

第○学年○組○○科学習指導案 

指導者   ○○ ○○ 

指導教員 ○○ ○○ 

１．単元（題材、主題、議題）名 

２．指導観 

① 児童・生徒観（本学級の・児童・生徒は…) 

② 単元観（本単元では…） 

③ 方法観（指導に当たっては…） 

３．目標 

３観点に沿って記述する。「～することができる。」（知技、思判表）「～しようとする。」（学） 

４．評価規準 

３観点に沿って記述する。「～している。」（知技、思判表）「～しようとしている。」（主） 

５．指導計画と評価計画（総時数 ○時間） 

主な学習活動・内容 指導・支援の留意点 【観点】評価規準（評価方法） 

１ ～する。 

（児童・生徒の活動） 

○ ～することができるように、

～する。（教師の指導） 

【観点】～している。 

 （行動観察） 

６．本時 

（１） 日時  令和〇年○月○日（○曜日）○校時 ○○教室 

（2） 目標  ～する活動をとおして、～することができるようにする。 

（３） 準備  本時の学習に必要なものだけを記入する。 

（４） 展開 

 学習活動及び内容 ○指導・支援上の 留意点 【観点 】評価規準 （評価 方法） 

 
導入 

めあてを立てて、学習の見 通しをもつ。 

 

～する。 

～について話し合う。 

（児童・生徒の活動） 

 

本時の学習を振り返り、まとめをする。 

 

～することができるように～する。 

（教師の指導） 

 

【観点】～している。（評価方法） 

展開 

終末 

７．学習指導案例 
「教育実習お役立ち情報サイト」に、 

各種指導案の様式があります。 
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■ 指導案例② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市では、「まとめ」から授業を設計する

「授業構想シート」の活用を推奨しています。 

板書計画も記載するので「１時間の思考

の流れやキーワードが分かる板書になってい

るか」等、授業のイメージがもちやすいです。 

 

教育実習お役立ち情報サイトより DL 可能 
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（１）教育実習お役立ち情報サイト 
北九州市の教職員のポータルサイト「kitaQ せんせいチャンネル」の中にある多

数のコンテンツの中から、教育実習の際に役立つ情報を選んで掲載しています。
「北九州市教育センターHP のトップページ」のバナーからパスワードを入力後閲覧
できます。入室に必要なパスワードは教育実習打合せの際に配布資料「教育実習
を予定されている方へ」として受け取ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

８．北九州市独自の取組について 

【お役立ち情報♪について】 以下のようなコンテンツがあります。 
〇学習指導案の様式 
〇授業構想シート 
〇教師のしおり ※北九州市作成Ｒ７改訂版 
〇学びの質を高める授業５つのポイント４つのステップ取組例 
〇「めあて・まとめ・振り返り」Q＆A 集～小学校版～ 
〇「めあて・まとめ・振り返り」Q＆A 集～中学校版～  など 

  お役立ち情報を活用して実習前や
実習中の準備、実習後の振り返りを 

しましょう。 
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（２） kitaQ みらい塾 
本市では「北九州市で先生になりたい！」方を対象に、３月に「kitaQ みらい塾」

を行っています。ハイブリッド型の講座で他府県からも多くの方が参加しています。 
ぜひ、ご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 新採教職員応援講座 Fresh Teachers+（ＦＴ⁺） 
本市では、次年度の採用候補者を対象に「新採教職員応援講座 Fresh 

Teachers+」を行っています。 
 

 

 

 

 

【みらい塾参加者の感想（抜粋）】 

・北九州の教員サポート体制を知ることが出来ただけでなく、自分が不安に思ってい

ることを気軽に聞けてよかったと思います。また、同じ教師を目指す人と意見交換する

ことで同じ不安をもっている人がいることを改めて知ることができてよかったです。 

・大学生を対象にこのような講座を開いてくださる自治体は少ないので、とてもために

なりました。初任の時はもちろん、その後も頼らせていただきたいと思いました。北九州

市で教員をしたいという思いがより一層強くなりました。 

テーマについての意見交換 

【新採教職員応援講座参加者の感想（抜粋）】 

・「同期ってどんな人だろう」と不安になってい

た気持ちは消え、むしろ「こんな人たちと働ける

んだ！」と楽しい気持ちになりました。４月から北

九州市で働くのがとても楽しみになってきまし

た。（小学校教諭採用） 

・このような講座を受講することで、特に授業づ

くりの不安が軽減され、同期の先生方と横のつ

ながりもできることで、一人じゃないという心の

安心感にもつながりました。（中学校教諭採用） 

本市での教職員生活を安心してス
タートできるよう、子どもや保護者との
関係づくりや授業づくりについて学ぶ
ことのできる体験型の講座です。 

本市で教員を目指している方を対象に、
入職後のサポート体制や採用に関する情報
を提供しています。受講者同士のつながりも
でき、気軽に質問できる Q and A 
タイムも人気の講座です。 

演習や ICT を活用した Q and A 

コミュニケーションに焦
点を当てた演習（コミュ
AGE ）、ICT を活用し
た意見交流では、様々な
気づきが得られます。 

具体的な場面の意見交流


